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代表的な実施事例

農業

防除請負をAI・システムでDX化
県内水稲地域へのドローン防除DXサービスの拡大～他作物への展開

株式会社オプティム

えひめ未来農業協同組合 ｜松山市農業協同組合

末端顧客であるJA組合員（水稲生産者）への実装拡大や理解構築を目的に、実装パートナー各２JAにおいて、生産者向け
ドローン散布に関する勉強会＆請負サービス説明会を実施。ドローン防除のメリットや安全性、事例などのドローンに関す

る説明ののち、県内で問題となっているカメムシに対して、ドローン適期防除の必要性を提起し、本実装サービス導入の生
産者の拡大を狙った。また、１JAにおいては現場の圃場にてデモンストレーションを実施し、実際のサービス品質やドロー
ン安全性について五感を通じて知っていただく取り組みを行った。

・受発注システム導入と圃場情報のデジタル化による注文情報・営農情報・作業履歴を一元管理
⇒JAの職員の事務工数・現場対応工数を削減して、JAによる継続的なサービス運営の実現

・カメムシ防除を中心とした水稲防除品質向上（適期防除）のためのAI予測技術
→管内の圃場情報に紐づく水稲品種や栽培情報を蓄積、デジタル化することで高度な水稲防除を実現

受発注～散布までの流れををすべてデジタル化！（さらには検収もデジタル化できています）
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２JAにおいて実装拡大（導入生産者の拡大）
→合計220ha以上の拡大見込み（今年度の３倍程度の見込みを予定）

・ドローン防除の現状と特徴、請負サービスの導入メリットについて
・県内や管内でのドローン共同防除の取り組みについて
・当実装サービスで使用するシステムやデジタル地図、DX化について
・２０２５年度拡大に向けた協議・懸念点・疑問点解消のための質問コーナー

・水稲生産者（新規３割、既存７割）
・JA共同防除担当者

・新規生産者への当実装サービスの導入
・適期防除に向けた高度化（地域別出穂期ＡＩ予測の導入）
・他作物（柑橘類、サトイモ、ネギなど）への横展開

・営農計画データはあるが、デジタル地図はなかった
・営農管理システムでは、農作業受委託の管理が難しかった
・受発注システムがなく、防除申込に関わる作業が煩雑化し
ていた

・各生産者ごとの作付情報や栽培情報がなかった

・適切に個人情報等を排除した営農データをいただき、デ
ジタル地図を作成
・デジタル地図と受発注システムを活用することでより高度
な防除運用とオペレーター連携が可能になった

・システムを用いて、管内の生産者別・圃場別の水稲栽培情
報を取得できるようになった

・前年度に注文を受けた箇所のデータが残らない
⇒職員の工数をかけて営農管理システム等に記録する作業
を行うか、対応できる職員がいない場合はデジタルに注文
履歴が残らない状態であった

・適期防除実現のための指標がなく

・前年度注文を請け負った箇所がデータで残るほか、水田
の写真を撮影して保存しておくことも可能となり、散布時
期が適切であったかどうかを判別できるようになった
・受注システムに品種情報や定植日情報などを記載できる

ようにし、AI予測による適期判定の情報蓄積に繋げた

・実際に作業した履歴がデジタルに残らない
⇒作業が適切に実施されているかの確認と散布対象の水
田に道案内する必要があり、申込者とJA職員が立ち会って
いた

・防除日程はあくまで生産者都合やヘリ運用主体の日程
だった

・作業した履歴が残るため、証人が不要となりJA職員が作
業に立ち会う必要がなくなった
・JA職員はリアルタイムで作業状況を把握でき、散布箇所
がデジタルに記録されるため、作業漏れがなくなった

・今年度はAI適期判定を実装しなかったが、次年度に向け
た情報蓄積ができ、JAとしても実装していきたい意向

・散布対象となる水田について、デジタル地図があると散
布作業者との情報連携、作業履歴の記録、次年度への引継
ぎが容易になるが、対応できる人員がいない

・「営農」サービスとしての機能が乏しい
→現状はヘリ主軸でただ農薬をまくだけの請負機能のみ

・デジタル地図と注文/作業履歴によって、属人的な運営体
制と作業負担が軽減された
・これまでとれていなかった営農データをもとに、より効果
の高い散布方法を協議して、追加で取得するデータを検討

・ただの農薬散布ではなく、適期に散布を実施し、品質向上
に繋げるサービスとして実装していく方向
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